
ア、
生
〓
最
も
重
人‥
■
，
二
Ｌ
ｔ
生
ま

れ
て
来
た
ニ
ヒ
と
、
配
偶
者
を
走
ん

で
結
婚
■
■
ろ
二
Ｌ
ｉ
■
ち
り
，
Ｉ

前
イ
１１
１１
■
■
一
＝
撃
日
―，１
二
女

一′
て
い
現
■^
■
ｔ
一
一
、、
何
人
も

，
■
●
対
し
一
、三
社
力
由
‐―‐
を
持
つ

二
七
十
件
″
，
Ｐ
　
，
Ｉ

れ
〓
二
れ
を

行
，■
二
‘

ｉ

，
１

■
●
■
一，

――

山
か
島
ろ
後
４
●
■
―
・́ヽ
、
世
■
１
・

ｔ
「
て
十
１
を

つ
，ウ
む
ニ
ヒ
に
与
均

丁
ベ
ト
で
あ
り
１
■

人
‐―――
と

い
え
〓
―
自
然
早
力
動
物

力
　
“
〓
ち
る
か
∴
　
‐‐―‐ｊ
札
か

，′受

――
＝

い
ｔ
■
一伝
ｌｌ
ｉ

′
●
い
ろ

，ヽ
ｔ

「
′在
件
「ル
一
日
″「
（　
　
´́
・ル一
年、
■
〓
・■年
つつ

二
三
社
――
む
ｔ
伴
一
・
‐、
か
　
■
―，
ｌｌ

ｉ
”
地
Ｌ
■
い
●
〓́
た
ｏ
‐―

つ
‐
・＜

人
ｈ
が
発
注
し
た
生
拘
〓
あ
る

つ
占
´

持
け，
Ｆ

二
人
生

、」〓
‥
‥Ｉ

か

り
、
以
後
力
●
力

‐―
，‐１
＜
一嗜
を
読
ん

一
ヽ
い
一に
″′・・、　一′．　」一

‐‐‐サー
，‐‐―と
か

り出
一伝
子
れ
て
来
た
以
Ｌ

■
、
当
然
心
身̈
共
に
、
ち
ろ
＝
皮
「

」一
が
，｛
う
　
”
″
一
ヽ
、
，一
一か
、　
一‐――‐
述
カ

■
ヒ
く
大
嘱
力
発
■
ケ
■
〓
↑
■
一

故
―‐
、
ノ、
ぉ
う
ぉ
ヵ
わ
智
た
，′，
―‐‐り
Ｌ

一
一　
一
´

一
．
　
■
■

一
１
，
■

■
●

●
■
●
´
■

ヽ
一．」一一一一
・ヽ
・^
・
・
一
Ｌ
・
一
″
一́
　ヽ
・・一
・
・・́
一
．一
．
，
¨
・̈
一・

一
、
　

ｉ

一

ｔ
〓

一

一

・

／

，

一一●
●

■

■
■

〓

・、

一．
　

Ｉ

一

´

―

」

　

．

・

ｒ
　

一

″
一
■
●

・
Ｔ

一‐

一

ヽ

■
●
■
■

一　
・一　
　
〓

　́
●

Ｌ
′
■
■
●
一■

・●

」

や
　
一　

　́
・　

　

ｔ

一
〓
　
　
一
　

　

一
´´
一
‐
　

一

一
．一「
一一
十

■

占
］
一

一
　
　

■

）
・
「　
一
〓

，
一
　
●
口
一
、

・　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
一
一
、
」一一ヽ
」
■
．
一
一
、　
一、

つろ
」
一
十

一
・
Ｉ

　

工■
■

『
」
，
一
鵡
・
■

、
〓

彙
■
　
一
、
■
ケ
∴
」̈
力
上
＝
■
材
え

て
卜
ま
■
　
ま
た
清

つ
か
さ
が
発
枚

し
ま
十
　
九
な
た
ら
■
■

い
ろ
い

ろ
力
人
に
■

一レ
一
、ヽ
そ
”
／、
力
人
情

か

つ
、
あ
る
い
●
好
女
―
・́い
、
ま
た

は
■
ち

い́
惑
し
を
＝
■
体
崚
―
・́て

い
一
■
２
一す
〓
一，
　
ノ、
‐―‐ｉ
‐ｉ
‐―
か

り
「
喘
偏
ギ

、
教
〓

τ

一致
ム■

ｉ

ム
ｔ
，ヽ
せ
′^
す

ル
■ヽ
■

」人
ヤ

ニ
ヽ

い
つ？
ｔ
「
一
十ヽ

，Ｐ
■
に
Ｉ
白
暑
か
磨
か
■
一
ｉ
ｌ

十
■
ス
　
‐‐
つ
か

り
、　
あ
´
∴
′．カ
　
ロＬ
、

う
か
」
も
、
動
作
も
、
好
卜
凛

い
も

少
　
て
し
１
，
　
そ
”
隈
■
＝
Ｆ
サ

を
Ｌ
「
一
、＜
だ
さ
い

苦
嬌
”
相
Ｆ
そ
Ｉ

●
Ｉ
一、
ｉ
下

そ
カ
ア、
■
ち
な
た
が
好
二
■
な
け
れ

〓
●
メら
■
・
ｔ，

次
，
そ
の
人
乃
智
能

´
、
＝
辣
与
‘
え
な
■
■
■
ｒヽ

り
一
＾

い
　
仕
一■
ｔ
や
一
一
―
し
リ
ル
一，■
●

■
■

「
一、
い
が
、
Ｌ
故
〓
Ｉ
ｒ‐́
一
”

も
円
り
．卜
す
　
精
神
的
に
も
内
体
的

三

し
仕
崇
〓
ち
ろ
ｉ
ｔ
が
，
１
し
い

■
，
１

■
ｉ
る
だ
，
生
■
ル
ヽ
■
■
持

一■
１
■
．ｉ
や
？
「
　
‥
―
考
´
一́
．ろ
必

要

，
ｔ
り
ま
■
　
プ、
‐――‐
二
＝
仲
約
や
、

向
体
的
「
■
．伝
■
受
け
て
生
１
■
一
ヽ

き
て
い
ま
す
か
■
、
■
き
得
る
限
●
、

一
、
′，．七
―‐
と
ほ
う
る
必
要
が
あ
り
ま
十

ま
た
、
‐‐――‐
社
力
育
一
方ヽ
ヤ
、
ル
ハヽ
環

境
し
、
そ
う
人
「
＝
Ｉ
二
千
人
一^
彬

■
［か
お
り
二
十

〓
●
結
婚
に
■
し
一
、■
■
手
´́、れ

ｔ
■
ト
サ
１１
■
Ｌ
Ｉ
・、
み
察
‐
て́
そ

力

■

不
［
■
・一
（
′，
，Ｅ
一，
つつ
・
一
■
二

一
‐
一
´́
、
一

ｉ
す
か
、
二
れ
を
ｉ
■
得
る
限
り
わ

か
り
場
＜
、
そ
し
て
汁
偏
的
な
′′
法

一
、ヽ
■
）・ｌ
ｉ

お
伝

千

二
二

ヒ
ィ

え
〓
・
い
ｉ
す

Ｉ
■
“弔
　
彙
′
し
Ｆ
Ｌ
一
、ヽ　
‐、
よっ
一
一
／
一

ｎ
Ｌ
な
一嗜
な
つ
出
発
，
，
一ま
‐
〓́
つ

一弔
●
――――
一
人
〓
一弔
　
．一―，ＩＩ
、
第

１
一ｍ

一
ｔ
う
■
プ、
そ
投
し
，
さ
い

枕

．山
力
人
‐１
、
第

一
面
、
第
四

‐‐――
ヽ
第
に

‐Ｆ‥―
力
ｔ
・
つ
ム
バ人
■
・投
―
な

■
一
‐．一弔
　
一――――
力
人
■
、
第
　
面
、
一弔

．

面
、
第
に
前
力
ｔ
ｉ
，
ル，人
■
投
し
な

夕̈
・」一第
四
面
力
人
は
、
第

一
面
、
第

―――‐
、
第
Ｆ
面
ヵ
ょ
う
な
人
を
投
し
一，
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一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
器
官
の
中
で
最
も
重
要
な
限
か
ら
考
え
　
　
　
す
。
眼
の
位
置
は
、
頭
頂
か
ら
販
下
縁
　
　
　
縄
、
鹿
児
島
、
四
国
の
一
部
等
に
は
二

ま
で
の
中
央
に
あ
っ
て
、
眼
の
位
置
の
　
　
　
電
瞼
が
多
い
よ
う
で
す
。
二
重
瞼
は
南

水
平
線
で
、
全
顔
面
が
二
等
分
さ
れ
る
　
　
　
か
ら
来
た
民
族
、　
一
重
瞼
は
北
か
ら
来

ｏ
が
、
大
体
現
代
の
人
間
で
あ
る
と
思
　
　
　
た
民
族
と
、
大
稚
把
に
考
え
て
も
よ
ろ

っ
て
よ
ろ
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
し
い
ｏ
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
人
が
二
重
瞼
の
よ

う
に
見
え
る
の
は
、
元
来
が
一
重
で
あ

黒
人
は
眼
が
前
方
へ
出
て
い
る
し
、　
　
　
　
る
の
が
、
眼
の
骨
格
が
凹
ん
だ
構
造
に

ｒ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
●
…
…
‥
…
　̈
　
　
え
ら
れ
る
の
で
、
即
ち
大
脳
の
唯
一
の
　
　
　
日
本
人
は
慨
し
て
顔
面
と
平
面
に
な
っ
　
　
　
な
っ
て
い
る
故
に
生
し
た
一
種
の
雛
で

て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
人
の
如
く
凹
ん
　
　
　
あ
り
ま
す
。

前
号
で
述
べ
た
如
く
、
人
類
は
脊
推
　
　
　
窓
口
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
だ
位
置
に
あ
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ

動
物
の
哺
乳
類
に
属
す
る
生
物
で
あ
っ

等
は
鼻
根
の
前
方
突
出
の
強
弱
に
よ
っ　
　
　
　
　
以
上
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
各

て
、
約
∞
万
年
位
以
前
に
は
ど
う
や
ら
　
　
　
　
俗
に
限
が
大
き
い
と
か
小
さ
い
と
か

て
生
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
　
　
　
様
に
祖
先
や
両
親
か
ら
譲
り
受́
け
て
出

原
始
的
な
人
間
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
三
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
圭
憂
≡
≡
≡
一一虚

生
し
て
来
た
遺
伝

形
を
備
え
始
め
た

識
の身
り　
雉
約
す
繹
人
に
対
す
ほ
患
≪
“
　
　
　
　
　
　
Ｎ
麓
鰤

じ
む

、
，あ

――――‐‐‐‐‐
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

透
視
研
究
家

　

亀

圏

　

一　

弘
　

　

　

　

　

の
風

墓

モ

そ
の
気
風
の
人
が

地
上
に
棲
息
す
る
期
≡
≡
≡
曇
≡
≡
≡
≡
ヨ
≡
≡
壺
≡
≡
≡
≡
三
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
妻
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
曇
雲
≡
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
教
養
に
よ
っ

あ
ら
ゆ
る
動
物
の
中
で
も
飛
抜
け
て
発
　
　
　
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
即
ち
ま
ま
た
が

等
の
在
り
方
に
よ
っ
て
、
即
ち
、　
ヨ
ー
　
　
　
て
、
又
そ
の
環
境
に
よ
っ
て
如
何
よ
う

達
し
た
大
脳
の
持
ち
主
で
あ
る
故
に
、　
　
　
　
開
放
さ
れ
て
い
る
の
が
大
き
い
と
か
、

ロ
ッ
パ
型
、
黒
人
型
、
東
洋
人
型
等
の
　
　
　
な
変
化
を
起
す
で
あ
ろ
う
か
を
考
え
る

思
考
す
る
こ
と
も
学
習
し
て
知
識
を
向
　
　
　
小
さ
い
と
か
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
ま

遺
伝
を
考
察
し
て
、
他
の
器
官
と
照
合
　
　
　
の
が
望
ま
し
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
南

し
て
、
そ
の
遺
伝
を
受
け
た
具
合
を
考
　
　
　
方
の
地
方
の
風
俗
や
、
そ
の
民
族
の
気

え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
あ
り
ま
す
　
　
　
風
、
蒙
古
や
支
部
大
陸
地
方
の
そ
れ
等
、

が
、
瞼
も
ま
た
、
遺
伝
を
考
え
る
に
は
　
　
　
日
本
の
中
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
の

よ
い
材
料
で
あ
っ
て
蒙
古
鍍
髪
の
あ
る
　
　
　
風
俗
や
風
習
や
気
風
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ

蒙
古
型
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
、
或
い
は
一　
　
　
大
い
に
考
察
す
る
基
礎
に
な
る
も
の
で

重
瞼
、
二
重
瞼
等
に
し
区
別
さ
れ
る
が
　
　
　
あ
り
ま
す
ｏ

中
華
民
国
人
や
朝
鮮
の
人
は
、
大
部
分

が
一
重
瞼
で
あ
っ
て
、
台
湾
や
南
支
那
　
　
　
　
次
に
は
眼
の
輝
き
や
、
限
の
動
か
し

の
方
面
に
は
二
重
瞼
の
人
が
多
く
、
日
　
　
　
方
等
を
考
え
て
そ
の
教
養
や
、
そ
の
時

本
本
土
で
は
出
雲
地
方
、
日
本
海
沿
岸
　
　
　
の
気
持
ち
を
観
察
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
一
部
の
地
方
に
一
重
瞼
が
多
く
、
沖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（つ
づ
く
）

ラ

リ

ン
ド

・
タ

イ

ブ

”

石

　

ホ

ワ

イ

ト

（
Ａ

Ｗ

Ｏ

Ｆ

Ｙ
貿

セイ噸― ホヮィトなら
お好 きなデザィンカヽ 翌べ ます

０

０

０

円

セ イ コー ホ ウィ トは 装 いの 自 。

観 刺 、パ ーティー  左 手 に気 品

をそえる イ憂雅 な白  ぁ なただけ
に 似 合 う白 を、豊 富 なデ ザ ィン

の な か か ら お 選 び くだ さい .
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tl::1- 3′、

人
間
の
顔
面
の
骨
格
は
遺
伝
を
受
け

て
生
ま
れ
て
来
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

う
簡
単
に
変
る
も
の
で
は
無
い
。
例
え

ば
戦
場
で
戦
っ
て
い
る
時
で
も
、
急
に

鼻
が
尖
っ
た
り
下
顎
が
角
張
っ
た
り
す

る
も
の
で
は
な
い
。
然
し
、
眼
つ
き
は

そ
の
都
度
に
色
々
の
変
化
が
あ
っ
て
、

サ
ア
行
く
ぞ
と
い
う
構
え
で
も
、
飛
び

出
す
時
に
で
も
、
サ
ア
来
い
と
構
え
る

時
で
も
、　
一
々
限
の
光
り
が
違
っ
て
い

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

武
道
の
仕
合
で
も
、
ポ
ク
シ
ン
グ
の

リ
ン
グ
の
上
で
も
、
選
手
は
相
手
の
販

を
見
て
い
る
。
そ
れ
程
に
脱
の
輝
き
は

大
切
な
も
の
で
あ
る
が
、
足
れ
は
つ
ま

り
、
前
号
で
述
べ
た
如
＜
、
人
間
の
感

覚
機
関
中
で
眼
球
の
網
費
に
の
み
大
脳

か
ら
遠
心
的
に
興
薔
が
伝
達
さ
れ
る
か

Ｆ，
で
あ
り
ま
す
。

か
く
の
如
く
に
限
は
攻
撃
的
、
防
御

的
の
意
志
の
ヒ
ラ
メ
キ
を
瞬
問
的
に
表

わ
す
と
同
時
に
、
そ
の
人
の
観
念
を
現

わ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正
邪
激
直
、

そ
の
人
の
そ
の
時
、
そ
の
時
の
心
の
ヒ

ラ
メ
キ
を
も
露
わ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

眼
の
形
と
い
う
の
は
、
即
ち
強
の
裂

け
方
の
形
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
大
き

い
の

は
眼

瞼

裂

が
大

き

い

の
で
あ

り
、

小

さ

い
の
は
裂

け

目

が
小

さ

い
も

の

で
ぃ

限

球

の
大

き

さ

の
大

小

で
は
無

い
の

で

あ

り

ま

す

。

限

が
大

き

い
即

ち

眼

時

饗

が
大

き

い

の
は
、

明

る

い
性

格

で
陽

性

で
あ

り

ま

す

。

眼

が
小

さ

い

の
は
陰

性

で
考

え

が

深

く

、
執

着

心

が
強

い
。

出

限

は
陽

性

で
円

ん

だ
限

は
陰

性

で

あ

る

が
、

そ

れ

に

そ

の
人

の
知

性

（知

議
で
は
無
い
）
と
境
遇
と
を
考
え
合
せ

る
と
よ
ろ
し
い
。

昔
か
ら
三
白
限
と
言
っ
て
、
眼
の
白

目
が
黒
日
の
上
と
左
右
に
あ
り
、
あ
る

い
は
下
と
左
右
に
あ
る
の
を
い
っ
て
、

大
へ
ん
に
嫌
が
る
が
、
是
れ
は
そ
れ
程

に
悪
く
考
え
な
く
と
も
よ
ろ
し
い
が
、

或
る
場
合
に
精
神
的
の
遺
伝
を
受
け
て

い
る
人
も
あ
り
ま
す
。

四
方
向
と
い
っ
て
、
黒
目
の
四
方
に

白
目
が
見
え
る
の
も
＾
大
逆
人
の
相
と

か
、
結
核
を
患
い
易
い
と
か
ど
い
い
ま

す
が
、
是
れ
も
そ
れ
程
に
考
え
な
く
て

も
よ
ろ
し
い
。

白
目
と
言
う
の
は
、
撃
膜
が
限
球
結

膜
を
通
し
て
見
え
て
い
る
も
の
ィ、
里
一

日
の
部
分
は
透
明
な
角
腱
を
通
し
て
虹

彩
と
瞳
孔
と
が
見
え
て
い
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
ん
な
に
神
秘
的
に
考
え
な
く

ル
』
，
０
●
よ
た
つ
―
し
い

。

眼
尻
が
釣
り
上
が
っ
た
人
は
感
情
的

に
な
ｏ
′易
く
、
俗
に
で
，
垂
れ
目
は
意

志
の
落
ち
つ
ユ
ニ
・表
わ
す
事
が
多
一
゛

そ

の
上

に
、

そ

の
人

の
知

性

（
織

議

で

は

な

い
）
を
考

え
合

わ
す

と

よ

ろ

し

い
が
、

人

物

に
よ

っ
て

は

、
釣

り
目

は

浅

薄

、
垂

れ
日

は
重

与

を
、

或

る
時

は
、

釣

り
日

は
無

慾

を
垂

れ
日

は
大

慾

を
表

わ
す

事

も

あ

る

が
、

垂

れ
日

に
は
時

に
、

逆

に
自

己

の
権

威

を
示

し

た

が
る
人

が

い
る
。

お

と

な

し

い
鯨

や
象

や
羊

の
眼

、
蛇

の
眼

、

鼠

の
眼

、

大

の
眼

、

猫

の
眼

、

■

の
眼

。

そ

れ

か

ら

、

オ
ー

ス
ト

ラ

リ

ア

に
棲

む
、

ユ
ー

カ
リ

の
葉

を
食

べ
て

生

き

る

コ
ア

ラ

の
あ

の
可

憐

な

眼

。

牛

の
限

や
馬

の
眼

等

を
、

よ

く
見

な

が
ら

参

考

に
し

て
下

さ

い
。

必

ら

ず

や

、

何

か
思

い
当

り

理

解

さ

れ

る
所

が
あ

る

と

思

い
ま

す

。

眼

に
限

ら
ず

、

顔

面

の
骨

格

や
、

眼

や
鼻

や

日

の
形

や
大

小

に
よ

っ
て
も

、

そ

れ

一
つ
だ

け

を
考

え

な

い
で
、
他

の

器

官

と
考

え
合

わ

せ

て
、

よ

く
判

断

を

す

る

必
要

が
あ

り

ま

す

が
、

顔

面

力
表

情

は
、

そ

の
人

の
平

常

の
心

が
け

や
、

そ

の
時

そ

の
時

の
気

持

ち

や
感

情

を

知

る

の
に
、
大

い
に
役

立

つ
も

の

で
あ

り

ま
す

が
、

ど

ん
な

に

ズ

ウ

ズ

ウ
し

い
人

物

で
も

、
自

分

一
ヽ
善

悪

の
区

別

は
判

っ

て

い
る

も

の

で
す

か

ら

、

あ

ま

り
そ

れ

を

押

し

て
敢

え

て
行

な

う
時

に

は
、

そ

の
人

の
顔

面

の
血

の
気

が
、

善

い
事

と

考

え

た
時

は
血

が
上

り

、

悪

い
事

と
考

え

た
時

に

は
、

血

の
気

が
引

く

も

の
で

あ

り

ま
す

。

平
常

か
ら
詐
欺
な
ど
企
ん
で

い
る
人

物
は
、
顔
面
に
脂
が
浮

い
て
、
青
白
く

見
え
た
り
、
テ
カ
テ
カ
と
光

っ
て
見
え

た
り
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（透
視
研
究
家
）
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